




























進されること（Baumeister, Campbell, Krueger, & Vohs, 2003），社会経済
的地位が高いこと（Twenge & Campbell, 2002）が報告されている。
もちろん自尊感情の高さと不適応行動との関連も指摘されているが
（Baumeister, Smart, & Boden, 1996），それらの諸研究では自尊感情の高さ
そのものが不適応行動に直結している訳では必ずしもない。自尊感情と関連す
る第三の変数，たとえば自己愛傾向──過剰に高く不安定な自己評価──など
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ナリティ傾向：Gosling, Rentfrow, & Swann, 2003；主観的健康感：De-







近年，自尊感情に関しても，Robins, Hendin, & Trzesniewski（2001）に
よる単一項目自尊感情尺度（Single-Item Self-Esteem scale）の開発がおこな
われている。この尺度は，“I have high self-esteem.”という 1 項目に対し























測定する既存の心理尺度には，Costa & McCrae（1992）の NEO Personality
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